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は　

じ　

め　

に

一　
『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
の
概
要

二　
『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
に
み
る
産
物
献
上

三　

贈
答
儀
礼
を
め
ぐ
る
江
戸
屋
敷
・
庭
園

　

お　

わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

贈
答
行
為
は
、
単
な
る
モ
ノ
の
移
動
で
は
な
く
、
時
代
や
地
域
を
問
わ
ず
、
他
所
と

の
か
か
わ
り
の
な
か
で
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
行
為
の
様
相
か
ら
、
背
景
に
あ
る

人
間
関
係
や
集
団
相
互
の
関
係
、
さ
ら
に
は
国
家
と
社
会
の
関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
と
言
え
る
。
中
世
社
会（
と
く
に
室
町
期
）で
は
功
利
的
な
贈
答
儀
礼
が
展
開
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
足
利
将
軍
家
を
中
心
と
し
た
武
家
の
身
分
的
秩
序
の
形
成
、

お
よ
び
武
家
故
実
の
発
達
と
相
ま
っ
て
、
儀
礼
は
も
と
よ
り
、
衣
食
住
の
生
活
慣
習
ま

で
形
式
化
・
故
実
化
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
形
態
は
変
容
を
遂
げ
な
が
ら
近
世
武
家
社
会

（
1
）

（
2
）

（
3
）

白
　
根
　
孝
　
胤

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
近
世
武
家
社
会
は
格
式
を
重
ん
じ
る
儀
礼
社
会
と
い
わ
れ
て

い
る
。
大
名
家
に
よ
る
贈
答
儀
礼
は
、
徳
川
将
軍
家
に
対
し
て
年
始
・
八
朔
・
重
陽
・

歳
暮
と
い
っ
た
年
中
行
事
や
家
督
相
続
、
参
府
・
御
暇（
帰
国
）御
礼
の
際
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
野
菜
や
果
物
、
海
産
物
な
ど
領
内
の
特
産
品
を
定
期
的
に
献

上
し
て
い
た
。
こ
の
献
上
行
為
は
所
領
安
堵
と
い
っ
た
拝
領
や
恩
恵
が
付
与
さ
れ
た
こ

と
に
対
す
る
感
謝
や
答
礼
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
領
内
支
配
が
安
定
し
て
い
る
こ

と
を
将
軍
に
示
す
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。

大
名
家
が
四
季
折
々
に
将
軍
家
に
領
内
の
産
物
を
献
上
す
る
こ
と
を
「
時
献
上
」
と

称
し
た
。『
武
鑑
』
に
は
各
大
名
家
か
ら
の
献
上
品
が
季
節
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
大
名
家
側
も
国
家
儀
礼
と
し
て
の
産
物
献
上
の
重
要
性
を
認
識
し
、
詳
細
な
記
録

を
残
す
よ
う
に
な
っ
た
。

尾
張
徳
川
家
で
は
、
将
軍
家
や
交
流
の
あ
る
大
名
家
、
旗
本
家
、
公
家
な
ど
へ
の
贈

り
物
の
調
達
方
法
や
荷
造
り
の
仕
方
な
ど
を
詳
細
に
記
録
し
た
『
礼
物
軌
式
』『
儀
物

軌
式
』
と
い
う
書
物
が
編
纂
さ
れ
た
。
現
在
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
に｢

旧
蓬
左
文
庫
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所
蔵
史
料
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
た
び
、
全
冊
を
翻
刻
し
、
図
も
す
べ

て
掲
載
し
た
史
料
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。『
礼
物
軌
式
』
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
開

設
一
○
○
年
を
記
念
し
て
刊
行
さ
れ
、『
儀
物
軌
式
』
は
そ
の
姉
妹
編
に
あ
た
る
。
本

稿
で
は
そ
の
概
要
と
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

一
　『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
の
概
要

『
礼
物
軌
式
』
は
、
尾
張
徳
川
家
が
将
軍
家
に
対
し
て
献
上
物（
主
に
時
献
上
）の
仕
立

て
方
を
図
解
入
り
で
ま
と
め
た
全
五
巻
の
書
物
で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
文
化
十
三
丙
子

年
夏
五
月
」「
御
小
納
戸
兼
御
賄
頭 

小
倉
六
兵
衛 

奉
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、
文

化
一
三
年（
一
八
一
六
）五
月
に
完
成
し
、
尾
張
徳
川
家
の
音
信
・
贈
答
儀
礼
に
関
わ
っ

た
小
納
戸
兼
賄
頭
・
台
所
頭
の
小
倉
六
兵
衛
を
中
心
に
、
寄
物
賄
人
の
竹
村
逸
平
が
編

輯
、
同
じ
く
寄
物
賄
人
の
鬼
頭
長
十
郎
と
賄
人
の
武
藤
与
一
郎
が
考
訂
、
台
所
人
無
息

見
習
の
生
駒
斧
三
郎
が
図
を
担
当
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
季
節
ご
と
に
冊
が
分
け

ら
れ
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
各
巻
は
将
軍
家
へ
の
献
上
品
を
、
附
録
一
巻
は
尾
張
家
の

奥
か
ら
将
軍
家
へ
の
献
上
品
を
そ
れ
ぞ
れ
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
献
上
物
の
内
訳

は
、
春
一
一
品
、
夏
九
品
、
秋
一
六
品
、
冬
八
品
、
そ
の
他
一
八
品
の
計
六
二
品
で
あ

り
、
彩
色
絵
入
り
の
図
解
と
説
明
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
献
上
品
は
国
産
物
と
江
戸
買

上
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
、
国
産
物
は
尾
張
藩
領
か
ら
調
進
し
た
品
物
で
、
美
濃
国

尾
張
藩
領
の
産
物
で
あ
る
枝
柿
や
小
鮎
鮓
、
尾
張
国
春
日
井
郡
落
合
村
産
の
宮
重
大

根
、
同
国
海
東
郡
上
條
村
産
の
瓜
、
同
国
知
多
郡
師
崎
村
か
ら
調
達
さ
れ
た
志
津
幾
魳

や
海
鼠
腸
、
三
盆
砂
糖
、
信
濃
国
木
曽
地
域
の
氷
餅
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
御
拳
之
鶴
」「
御
拳
之
雁｣

「
御
拳
之
鴨
」
は
尾
張
家
当
主
が
在
国
時
の
み
の
献
上
と

な
っ
て
い
た
。
江
戸
買
上
の
品
物
は
、
江
戸
商
人
を
通
じ
て
購
入
し
た
も
の
で
、
長
鮑

や
樽
、
鮮
鯛
、
大
和
柿
、
岩
茸
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
四
季
ご
と
に
品
々
が
記
載
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
必
ず
し
も
そ
の
季
節
に
贈
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
調
達

準
備
の
季
節
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
点
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

春
の
巻
に
は
序
文
と
凡
例
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
序
文
に
は
漢
文
調
で
本
書
を
編
纂

し
た
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
献
上
の
作
法
は
古
式
に
基
づ
い
た

も
の
で
あ
り
、
常
に
旧
録
を
参
考
に
し
て
取
り
扱
っ
て
き
た
が
、
明
暦
の
大
火
に
よ
り

旧
録
の
大
半
を
失
う
と
口
伝
で
補
っ
て
き
た
と
い
う
。
そ
こ
で
元
文
期
の
初
め
に
不
明

な
と
こ
ろ
を
調
査
し
て
そ
の
作
法
を
一
書
に
ま
と
め
た
が
、
現
況
と
異
な
る
部
分
も
あ

る
の
で
、
そ
の
異
同
を
修
正
し
つ
つ
、
脱
漏
を
補
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
様

の
内
容
は
奥
書
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、「
為
後
来
証
文
今
度
其
趣
委
相
訂
、
一
書
ニ
編

集
」
と
、
献
上
物
の
仕
立
方
を
一
書
に
ま
と
め
、
後
世
の
参
考
と
な
る
よ
う
に
し
た
と

明
記
し
て
い
る
。
凡
例
は
全
三
一
か
条
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
献
上
物
の
仕
立
方
と
調

達
方
法（
第
一
条
〜
第
八
条
）、
献
上
物
に
添
え
る
包
熨
斗
の
有
無
や
献
上
物
の
体
裁
に

関
す
る
規
定（
第
九
条
〜
第
一
八
条
）、
献
上
物
見
分
の
方
法
や
場
所
、
時
期
等（
第
一
九
条

〜
第
二
四
条
）、
献
上
の
手
続
き（
第
二
五
条
〜
第
二
八
条
）、
補
足
事
項（
第
二
九
条
〜
第
三

一
条
）で
あ
る
。

本
書
の
特
色
と
し
て
、
品
物
を
入
れ
る
箱
の
材
や
大
き
さ
、
包
む
紐
の
種
類
や
長

さ
、
紐
の
結
び
方
な
ど
の
作
法
を
絵
入
り
で
詳
細
に
記
し
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
春
の
巻
の
正
月
三
日
の
御
謡
初
の
際
に
献
上
す
る
御
盃
台
の
図
を
見
て
み

る
と
、
台
足
木
も
含
め
て
檜
材
を
使
用
し
た
豪
華
な
作
り
で
、
公
儀
花
大
工
の
九
左
衛

門
が
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
原
則
と
し
て
多
く
の
品
物
は
、
包
装
す
る
た
め

の
用
材
と
し
て
椴
柾
目
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
将
軍
家
へ
献
上
さ
れ
て
い
た
が
、
粕
漬
鯛

（
夏
の
巻
）・
粕
漬
鮎
や
塩
鮎（
秋
の
巻
）を
収
め
る
桶
や
樽
は
杉
柾
目
を
使
用
し
、
三
盆

砂
糖（
秋
の
巻
）な
ど
に
は
桐
柾
目
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
夏
の
巻
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に
記
載
さ
れ
て
い
る
延
命
酒
を
入
れ
る
容
器
は
、
尾
張
国
春
日
井
郡
瀬
戸
で
製
造
さ
れ

た
白
徳
利
で
、
徳
利
の
栓
は
杉
材
、
徳
利
を
入
れ
る
箱
は
桐
柾
目
、
箱
の
居
台
は
面
縁

が
檜
柾
目
、
貫
足
が
椴
柾
目
と
い
う
よ
う
に
、
用
途
に
応
じ
て
用
材
の
種
類
が
異
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
尾
張
徳
川
家
が
将
軍
家
へ
の
贈
答
儀
礼
の
重
要
性
を
認
識
し
、

相
当
な
気
配
り
を
し
て
い
た
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
将
軍
家
へ
の
献
上
物
の
作
法
を
ま
と
め
た
『
礼
物
軌
式
』
に
対
し
て
、『
儀

物
軌
式
』
は
、
尾
張
徳
川
家
か
ら
御
三
家
・
御
三
卿
・
大
名
家
・
旗
本
家
・
公
家
・
寺

社
な
ど
に
品
物
を
贈
る
際
の
仕
立
方
や
作
法
に
つ
い
て
図
解
を
用
い
な
が
ら
記
し
た
書

物
で
あ
る
。
成
立
年
代
は
文
化
一
四
年（
一
八
一
七
）五
月
で
、
小
納
戸
頭
取
兼
賄
頭
・

台
所
頭
の
小
倉
九
郞
兵
衛（
文
化
一
三
年
一
二
月
に
六
兵
衛
か
ら
改
）が
編
纂
を
統
括
す

る
な
か
で
、
寄
物
賄
人
の
竹
村
逸
平
が
執
筆
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
台
所
人
御
賄
人
無

息
見
習
の
生
駒
斧
三
郎
が
図
を
作
成
し
、
御
歩
行
格
以
下
小
普
請
御
賄
人
当
分
仕
埋
の

白
岩
初
蔵
が
執
筆
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。
そ
の
う
ち
小
倉
・
竹
村
・
生
駒
は
『
礼
物

軌
式
』
の
編
纂
に
も
名
を
連
ね
て
お
り
、『
礼
物
軌
式
』
と
と
も
に
、
十
代
当
主
徳
川

斉
朝
の
も
と
で
行
わ
れ
た
尾
張
家
の
贈
答
儀
礼
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
編
纂
事
業
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
儀
物
軌
式
』
は
全
一
○
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
六
と
七
、
巻
八
と
九
は
合

冊
の
た
め
全
八
冊
で
あ
る
。
各
巻
は
贈
答
儀
礼
の
宛
先
ご
と
に
、
家
柄
や
家
格
に
分
類

の
う
え
記
述
し
て
い
る
。
季
節
ご
と
に
献
上
す
る
品
物
を
分
類
し
て
い
る『
礼
物
軌
式
』

と
は
異
な
る
構
成
で
あ
る
。

ま
ず
、
巻
一
「
原
始
」
で
は
、
序
文
に
続
い
て
二
八
か
条
に
わ
た
る
凡
例
が
記
さ
れ

て
い
る
。
第
一
条
で
は
音
信
・
贈
答
は
「
他
向
江
対
候
御
事
」
な
の
で
先
例
と
相
違
が

な
い
よ
う
に
「
精
密
」
に
行
う
こ
と
を
厳
命
し
て
い
る
。
第
二
条
で
は
御
三
家
・
御
三

卿
を
は
じ
め
、
巻
二
以
降
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
音
信
・
贈
答
の
対
象
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
最
後
の
第
二
八
条
に
は
、
す
べ
て
音
信
物（
献
上
物
）は
用
人
の
指
図
に
従

う
よ
う
に
申
し
渡
し
て
い
る
。
続
い
て
、
六
六
項
目
の
各
品
物
を
贈
る
際
の
慣
習
や
注

意
事
項
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
の
「
御
仕
立
方
之
例
、
難
分
節
伺
」
と
い
う

項
目
に
は
、「
都
而
御
献
上
・
御
音
信
等
之
御
品
、
御
仕
立
方
之
例
無
之
、
難
分
儀
有

之
節
者
、
早
速
相
伺
候
様
、
或
者
例
方
有
之
候
而
も
如
何
与
心
附
候
儀
有
之
候
ハ
ヽ
、

是
又
相
伺
候
様
、
右
ハ
差
懸
相
伺
候
儀
無
之
様
ニ
と
の
儀
御
下
知
」
と
あ
り
、
献
上
物

や
音
信
物
の
仕
立
方
が
不
明
な
場
合
や
、
た
と
え
先
例
が
あ
っ
て
も
留
意
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
場
合
は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
に
と
下
知
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
こ
の
申
し
渡
し
は
寛
政
一
一
年（
一
七
九
九
）七
月
に
出
さ
れ
、
九
代
当
主
宗

睦
の
代
に
一
橋
家
へ
の
年
中
進
上
物
に
際
し
て
の
下
知
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
と
き
尾
張
徳
川
家
と
一
橋
家
は
両
敬
関
係
に
あ
り
、
前
年
四
月
に
一
橋
治
国
の
子
で

あ
る
愷
千
代
が
宗
睦
の
嫡
子
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
両
家
の
贈
答
儀
礼
が
緊
密
化
し
て
い

く
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

巻
二
は
「
武
家　

上
」
と
し
て
御
三
家
・
御
三
卿
や
そ
の
縁
者
、
巻
三
は
「
武
家　

下
」
と
し
て
大
名
や
旗
本
衆
、
巻
四
は
「
御
女
中
向　

上
」
と
し
て
御
三
家
・
御
三
卿

の
簾
中
や
息
女
、
巻
五
は
「
御
女
中
向　

下
」
と
し
て
尾
張
徳
川
家
と
婚
姻
関
係
を
結

ん
で
い
る
「
御
縁
家
」
の
室
や
息
女
、
お
よ
び
江
戸
城
大
奥
や
御
三
家
の
女
中
、
巻

六
・
七
は
「
公
家　

上
・
下
」
と
し
て
、
摂
家
・
親
王
家
・
清
華
家
・
大
臣
家
、
巻

八
・
九
は
「
釈
門　

上
・
下
」
と
し
て
門
跡
、
そ
し
て
、
巻
一
○
「
神
仏
御
献
備
」
は

尾
張
徳
川
家
ゆ
か
り
の
寺
社
を
対
象
と
し
て
い
る
。
各
巻
は
品
目
ご
と
に
項
目
が
分
け

ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
品
物
の
項
目
の
冒
頭
に
、
各
品
物
を
贈
る
た
め
に
必

要
な
物
品
の
一
覧
が
提
示
さ
れ
、
続
い
て
品
物
を
包
む
容
器
の
図
や
寸
法
の
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
「
近
例
書
抜
」
と
し
て
、
過
去
に
ど
の
よ
う
な
契
機
で
誰
に
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八
二

対
し
て
そ
の
品
物
を
贈
っ
た
の
か
を
記
し
て
い
る
。
品
物
に
よ
っ
て
は
複
数
の
巻
に
わ

た
っ
て
同
じ
品
物
の
仕
立
方
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
各
巻
の
記
載
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
同
じ
品
物
で
あ
っ
て
も
宛
先
に
応
じ
て
仕
立
方
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

も
判
明
す
る
。

ま
た
、『
礼
物
軌
式
』
と
同
様
に
図
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
品
物
を
詰
め

る
容
器
に
つ
い
て
の
図
が
充
実
し
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
形
状
で
各
宛
先
に
贈
り
物
を

し
た
の
か
わ
か
り
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
品
物
を
入
れ
る
箱
の
材
や
大
き
さ
、

包
む
紐
の
種
類
や
長
さ
、
紐
の
結
び
方
な
ど
の
作
法
を
絵
入
り
で
詳
細
に
記
し
た
も
の

は
あ
ま
り
例
が
な
く
、
希
有
な
仕
様
書
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
両
書
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
解
題
と
し
て
、
髙
橋
喜
子
「「
礼

物
軌
式
」
の
来
歴
と
編
集
方
針
」、
お
よ
び
萱
田
寛
也
「「
儀
物
軌
式
」
の
概
要
」
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

二
　『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
に
み
る
産
物
献
上

こ
こ
で
は『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』両
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
国
産
物
と
し
て「
宮

重
大
根
」
を
中
心
に
、
尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
産
物
献
上
の
一
端
を
見
て
い
き
た
い
。

『
礼
物
軌
式
』
秋
の
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
宮
重
大
根
」
は
、
尾
張
の
代
表
的
な

国
産
物
と
し
て
名
高
く
、
春
日
井
郡
落
合
村
の
枝
郷
宮
重
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
す
で

に
藩
祖
徳
川
義
直（
家
康
の
九
男
）の
代
に
は
、「
上
り
大
根
」
と
し
て
三
○
本
ほ
ど
が
作

ら
れ
、
正
保
二
年（
一
六
四
五
）一
月
に
は
三
代
将
軍
家
光
に
献
上
さ
れ
た
と
い
う
。「
春

日
井
郡
落
合
村
絵
図
」
に
は
「
御
献
上
宮
重
大
根
畑
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
尾
張
徳
川

家
に
上
納
す
る
大
根
を
栽
培
す
る
た
め
の
畑
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。『
礼
物
軌
式
』
に
よ
る
と
、｢

於
彼
地
清
洲
御
代
官
所
江
寄
物
御
賄
人
を
以
、
為

申
越
候
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
根
は
寄
物
賄
人
を
通
じ
て
清
洲
代
官
所
を
介
し
て
調

達
さ
れ
た
。
上
条
瓜
の
献
上
の
際
も
同
地
域
を
管
轄
し
た
清
洲
代
官
所
の
手
代
が
担
当

し
て
い
る
。
ま
た
、
枝
柿
や
美
濃
柿
、
甘
干
柿
な
ど
年
間
を
通
じ
て
柿
が
将
軍
に
献
上

さ
れ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
藩
領
の
美
濃
国
加
茂
郡
蜂
屋
村
の
特
産
品
で
、
太
田
代
官

所
を
介
し
て
調
達
さ
れ
て
い
た
。
小
鮎
鮓
・
宿
継
鮎
鮓
・
粕
漬
鮎
・
塩
鮎
な
ど
は
北
方

代
官
所（
尾
張
国
葉
栗
郡
）の
手
代
が
、
三
盆
沙
糖（
砂
糖
）は
鳴
海
代
官
所
が
そ
れ
ぞ
れ
担

当
し
て
い
る
。
天
明
元
年（
一
七
八
一
）五
月
よ
り
、
九
代
当
主
宗
睦
に
よ
る
地
方
機
構

改
革
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
、
尾
張
・
美
濃
両
国
に
お
よ
ぶ
藩
領
は
、
国
郡
の
領
域
に

関
係
な
く
、
ま
た
蔵
入
地
・
給
知
・
寺
社
領
の
区
別
な
く
、
一
一
の
代
官
所
管
轄
区
に

区
分
さ
れ
、
各
任
地
へ
の
駐
在
を
義
務
付
け
た
所
付
代
官
制
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
し
て

所
付
代
官
は
、
寛
政
六
年（
一
七
九
四
）に
こ
れ
ま
で
農
政
を
担
っ
て
き
た
国
奉
行
か
ら

勘
定
奉
行
の
指
揮
系
統
下
に
一
元
化
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の

緊
密
化
を
図
る
た
め
に
改
革
さ
れ
た
所
付
代
官
制
が
国
産
物
の
献
上
に
あ
た
り
、
円
滑

に
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

宮
重
大
根
は
清
洲
代
官
所
の
役
人
に
よ
る
点
検
が
終
わ
る
と
、
黒
印
を
大
根
の
中
程

に
刻
し
、
藁
菰
で
包
み
、
五
か
所
を
束
ね
て
紋
付
提
灯
と
絵
符
を
携
帯
し
て
上
納
さ
れ

た
。
こ
の
と
き
十
一
代
将
軍
家
斉
と
そ
の
息
女
淑
姫（
十
代
当
主
斉
朝
簾
中
）に
一
○
本
献

上
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
根
の
収
穫
時
期
や
江
戸
到
着
ま
で
の
日
程
の
他
、
大
根
の
包
み

方
の
手
順
や
水
引
の
付
け
方
な
ど
が
一
六
点
の
図
解
に
よ
っ
て
細
か
く
解
説
さ
れ
て
い

る
。一

方
、『
儀
物
軌
式
』
巻
二
に
は
「
宮
重
大
根
被
進
候
近
例
書
抜
」
と
し
て
、
両
敬

の
一
橋
家
に
当
主
斉
朝
の
在
府
・
在
国
に
か
か
わ
ら
ず
「
定
例
」
と
し
て
一
一
月
か
、

一
二
月
の
間
に
進
上
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
朱
書
で
斉
朝
の
生
母

（
4
）

（
5
）
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三

「
乗
蓮
院
様
」
と
あ
る
。
田
安
斉
匡
に
は
文
化
一
三
年
一
一
月
に
「
時
節
御
見
舞
」に
贈
っ

た
と
あ
り
、
贈
答
事
由
に
違
い
が
う
か
が
え
る
。

巻
三
で
は
老
中
や
側
用
人
に
は
一
一
月
に
「
定
例
」
で
贈
っ
て
い
る
が
、
奥
坊
主
組

頭
・
表
坊
主
組
頭
に
は
冬（
時
節
伺
）に
三
本
ず
つ
贈
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
坊
主
衆

へ
の
進
上
に
お
い
て
「
御
城
附
申
達
候
上
」
と
の
記
載
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
幕

藩
間
交
渉
に
お
け
る
内
々
の
要
路
と
な
る
大
名
家
側
の
江
戸
留
守
居
役（
御
城
附
）と
将

軍
家
側
の
坊
主
衆
と
の
日
頃
か
ら
の
緊
密
な
関
係
の
構
築
、
維
持
が
図
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
他
の
産
物
進
上
に
も
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
巻
三
の
「
枝
柿
被
遣
候
近
例
書
抜
」
に
は
、
文
化
一
二
年
正
月
に
先
手

物
頭
三
浦
和
泉
守
へ
「
依
頼
」
に
よ
り
贈
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
御
取
持
」

と
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
先
手
頭
は
大
名
家
の
家
督
相
続
や
婚
姻
な
ど
を
幕
府

と
の
間
で
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
の
取
次
役
で
、
御
家
存
続
に
関
わ
る
重
要
案
件
に
お

い
て
大
名
家
が
頼
り
に
し
て
い
た
懇
意
の
旗
本（
御
出
入
之
衆
）で
あ
っ
た
。

ま
た
、
巻
四
に
よ
る
と
、
先
述
の
将
軍
息
女
淑
姫
に
は
「
定
例
」（
将
軍
家
斉
に
献
上

す
る
一
一
月
）と
し
て
「
無
類
」（
最
上
級
）を
一
○
本
、
峯
姫（
将
軍
家
斉
息
女
、
水
戸
徳
川

家
当
主
斉
脩
簾
中
）に
は
「
定
例
」
と
し
て
七
本
、
そ
の
他
は
五
本
ず
つ
進
上
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
大
根
を
縛
る
懸
縄
の
材
質
に
も
違
い
が
あ
り
、
淑
姫
と
峯
姫
に
は

「
白
赤
長
水
引
」、
そ
れ
以
外
に
は
「
紺
苧
縄
」
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
巻
五
の

「
近
例
書
抜
」
で
は
、
江
戸
城
本
丸
付
の
奥
女
中
へ
の
進
上
が
確
認
で
き
る
。
御
右
筆

頭
の
玉
井
に
は
眼
病
で
宿
下
が
り
を
し
て
い
る
こ
と
へ
の
「
御
尋
」、
浦
尾
と
織
江
に

は
所
労
の
「
御
尋
」
と
し
て
贈
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
織
江
に
対
し
て
は
「
御
用
向
格

別
心
入
御
世
話
申
上
候
付
」
と
あ
る
。
本
丸
の
元
老
女
野
村
と
家
斉
側
室
の
本
性
院
に

は
、
当
主
の
在
府
・
在
国
に
か
か
わ
ら
ず
「
定
例
」
で
贈
っ
て
い
る
。
将
軍
家
と
尾
張

徳
川
家
と
の
奥
向
に
お
い
て
緊
密
な
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宛
先
ご
と
に
「
宮
重
大
根
」
の
贈
答
事
由
と
そ
の
質
や
本
数
、
付
属

品
の
材
質
な
ど
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
冬
の
時
期
に
贈

る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、
各
品
目
の
「
近
例
書
抜
」
に
つ
い
て
は
、
巻
末
に
川
島
孝
一
氏
作
成
の
「
宛

名
別
贈
答
の
近
例
一
覧
」
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
　
贈
答
儀
礼
を
め
ぐ
る
江
戸
屋
敷
・
庭
園

『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
で
は
、
産
物
献
上
に
お
け
る
尾
張
藩
領
域
と
の
か
か
わ

り
だ
け
で
な
く
、
江
戸
屋
敷
の
庭
園
の
役
割
に
つ
い
て
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
宮
重
大
根
は
国
元
だ
け
で
は
な
く
、
尾
張
徳
川
家
の
江
戸
屋
敷
で
あ
る

戸
山
下
屋
敷
の
「
御
菜
園
」
で
も
上
納
品
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。「
江
戸
御
小
納
戸
日
記
」（「
尾
張
徳
川
家
文
書
」
二
─
一
四
九
、
第
二
冊
）の
文
政
一
一

年
一
一
月
五
日
条
に
は
、「
御
庭
出
来
之
宮
重
種
大
根
、
左
之
通
今
日
御
内
々
両
御
丸

江
御
献
上
、
且
夫
々
被
進
之
儀
取
調
候
上
、
居
台
御
熨
斗
包
、
御
名
札
提
大
奥
江
相
廻

ス
」
と
あ
り
、
こ
の
と
き
、
江
戸
城
本
丸
・
西
丸
に
二
五
○
本
献
上
さ
れ
る
と
と
も

に
、
十
一
代
当
主
斉
温
の
簾
中
愛
姫
に
五
○
本
、
十
代
当
主
斉
朝
の
生
母
乗
蓮
院
に
二

○
本
、
斉
朝（
前
年
に
隠
居
）か
ら
は
一
橋
斉
禮
に
二
○
本
が
そ
れ
ぞ
れ
進
上
さ
れ
た
。

戸
山
下
屋
敷
の
庭
園（
戸
山
荘
）は
、
お
よ
そ
一
三
万
坪
に
お
よ
ぶ
江
戸
の
大
名
庭
園

の
な
か
で
随
一
の
広
さ
を
誇
り
、
四
季
折
々
の
樹
木
や
草
花
が
植
栽
さ
れ
て
い
た
。
し

ば
し
ば
将
軍
の
御
成
も
行
わ
れ
た
た
め
、
や
が
て
「
天
下
の
名
園
」
と
称
さ
れ
た
。
そ

の
庭
内
の
一
部
は
畑
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
御
菜
園
」
が
造
成
さ
れ
、
大
根
・

蕪
・
茄
子
・
芋
な
ど
様
々
な
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
年
に
収
穫
し
た
作
物

は
、
当
主
や
そ
の
家
族
へ
の
「
御
慰
」
と
し
て
定
期
的
に
進
上
さ
れ
る
と
と
も
に
、
将
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一
八
四

軍
家
へ
の
献
上
品
と
な
っ
た
。

『
礼
物
軌
式
』
附
録
に
は｢

御
菜
園
物
」
の
項
目
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
文
化
十

二
亥
年
十
月
十
一
日
、
公
方
様
・
大
納
言
様
・
御
台
様
・
御
簾
中
様
江
姫
君
様
戸
山
御

屋
敷
江
被
為
入
候
付
、
御
進
上
被
遊
候
様
ニ
与
従
御
前
被
進
之
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

将
軍
息
女
で
当
主
斉
朝
の
簾
中
淑
姫
が
戸
山
荘
を
訪
れ
た
際
に
、｢

御
菜
園
物
」
を
将

軍
家
一
族
に
進
上
す
る
よ
う
に
と
、
斉
朝
か
ら
の
申
し
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
こ
の
と
き
進
上
さ
れ
た｢
御
菜
園
物
」
は
水
洗
い
さ
れ
、
一
篭
ず
つ
青
篭
に
詰

め
ら
れ
た
。
そ
の
内
訳
は
長
芋
五
本
・
人
参
二
○
本
・
小
蕪
七
把
半
の
他
、｢

戸
山｣

牛
蒡
七
本
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
事
例
は
『
儀
物
軌
式
』
巻
四
の
「
御
菜
園
物
」
の

項
目
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
文
化
四
年（
一
八
○
七
）一
○
月
、
同
一
○
年
四
月
の
先
例

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
当
主
斉
朝
の
生
母
乗
蓮
院
へ
は
「
定

例
」
と
し
て
、
長
芋
五
本
・
く
わ
い
四
○
・
人
参
一
五
本
・
小
蕪
六
把
・
柚
二
○
・
フ

キ
ノ
ト
ウ
一
升
五
合
・「
戸
山
」
牛
蒡
五
本
が
進
上
さ
れ
て
い
る
。
文
化
四
年
一
○
月

と
同
一
○
年
四
月
の
事
例
は
同
じ
く
巻
五
に
記
さ
れ
て
い
る
。
文
化
四
年
一
○
月
の
近

例
で
は
、
将
軍
家
斉
御
台
所（
寔
子
）の
大
奥
女
中
の
う
ち
、
中
年
寄
二
名
と
本
丸
付
表

使
、
御
右
筆
頭
各
一
名
に
「
青
物
七
種
」
を
包
熨
斗
を
添
え
て
進
上
さ
れ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
同
一
○
年
四
月
の
近
例
に
は
、
戸
山
下
屋
敷
に
お
い
て
本
丸
付
御
客
応
答
格

の
花
沢
へ
「
青
物
七
種
一
台
」
が
贈
ら
れ
た
と
あ
る
。

ま
た
、『
儀
物
軌
式
』
巻
二
で
は
、
文
化
一
三
年
閏
八
月
に
水
戸
家
当
主
徳
川
治
紀

へ
の
見
舞
い
と
し
て
「
御
庭
御
菜
園
物
」
七
品
を
進
上
し
た
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
治
紀
は
同
月
一
九
日
に
死
去
し
て
い
る
。
巻
五
に
は
、
文
化
二
年
一
二
月
に
水

戸
家
六
代
当
主
で
あ
っ
た
治
保
の
初
月
忌
の
た
め
に
水
戸
家
老
女
へ
青
物
五
品
か
ら
七

品
を
進
上
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
文
化
年
間
に
水
戸
家
と
は
「
御
省
略
ニ
付

（
中
略
）御
音
信
物
之
儀
、
御
断
被
仰
進
候
付
、
是
迄
被
進
候
御
国
産
之
御
品
、
右
御
年

限
中
者
、
去
卯
年
之
通
不
被
進
旨
」（『
儀
物
軌
式
』
巻
一
）と
、
産
物
進
上
は
制
限
さ
れ
て

い
た
が
、「
御
菜
園
も
の
者
、
御
小
納
戸
并
戸
や
ま
御
屋
し
き
方
よ
り
相
廻
り
候
」（『
同
』

巻
二
）と
、
江
戸
に
お
け
る
「
御
菜
園
物
」
の
進
上
は
継
続
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。そ

の
他
、
注
目
す
べ
き
は
、
戸
山
下
屋
敷
に
植
栽
さ
れ
た
様
々
な
樹
木
の
葉（
杉
・
桑
・

桃
・
柿
な
ど
）を
、
品
物
に
よ
っ
て
は
産
物
献
上
の
際
に
掻
敷
と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
美
濃
柿
の
献
上
に
あ
た
り
、
賄
頭
か
ら
の
命
と
し
て
戸
山
御
庭
で

採
取
し
た
「
紅
葉
柿
の
葉
」
を｢

御
献
上
御
用
」
と
し
て
用
意
す
る
こ
と
が
申
し
渡
さ

れ
て
い
る
。
美
濃
柿
は
一
個
ず
つ
、
こ
の
柿
の
葉
で
包
み
、「
く
ぐ
芝
」
で
十
文
字
に

結
ん
で
箱
に
納
め
ら
れ
、
用
人
の
見
分
が
済
む
と
蓋
を
閉
じ
た
と
あ
る
。
柿
の
葉
の
包

み
方
に
つ
い
て
は
、
彩
色
絵
入
り
で
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る（『
礼
物
軌
式
』
夏

の
巻
）。
な
お
、
こ
れ
ら
の
柿
の
葉
は
、「
掻
敷
の
柿
の
葉
者
、
み
の
柿
の
せ
つ
、
請
取

候
余
計
を
か
こ
ひ
置
、
別
に
不
請
取
、
も
し
不
足
な
れ
ハ
、
御
用
人
衆
江
御
届
申
上
、

戸
山
御
屋
敷
奉
行
ゟ
請
取
候
事
」
と
、
甘
干
柿
の
献
上
の
際
に
も
使
用
さ
れ
、
不
足
し

た
場
合
は
戸
山
御
屋
敷
奉
行
が
用
意
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
用
意
し
た

柿
の
葉
は
、
掻
敷
と
し
て
柿
を
収
め
る
箱
の
組
子
仕
切
り
の
間
に
詰
め
ら
れ
た（『
礼
物

軌
式
』
秋
の
巻
）。
ま
た
、
上
条
瓜
も
献
上
の
際
に
は
掻
敷
と
し
て
著
莪
の
葉
を
使
用
し

て
い
た
。
た
だ
し
、
文
化
二
年
に
戸
山
下
屋
敷
の
花
畑
が
掟
畑
に
な
る
と
、
そ
れ
以
降

は
江
戸
で
買
い
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

近
世
社
会
で
展
開
さ
れ
た
贈
答
儀
礼
の
う
ち
、
産
物
献
上
は
将
軍
の
所
領
安
堵
に
対

す
る
円
滑
な
支
配
の
証
と
し
て
、
諸
大
名
が
全
国
統
治
者
で
あ
る
将
軍
に
献
じ
た
贈
答

（
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行
為
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
贈
答
行
為
は
将
軍
家
と
の
関
係
に
と
ど
ま
ら
ず
、
老
中

を
は
じ
め
と
す
る
幕
閣
や
大
名
家
が
懇
意
に
し
て
い
た
旗
本
、
御
縁
家
や
両
敬
関
係
に

あ
る
大
名
家
や
公
家
な
ど
、
近
世
社
会
全
体
に
及
ん
だ
。
尾
張
徳
川
家
で
編
纂
さ
れ
た

『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
は
、
こ
う
し
た
儀
礼
世
界
の
様
相
を
示
し
た
書
物
と
い
え

よ
う
。ま
た
、尾
張
徳
川
家
の
場
合
、重
臣
層
の
な
か
に
は
大
名
並
の
産
物
進
上
を
行
っ

て
い
た
家
臣
も
存
在
す
る
。「
万
石
以
上
」
格
で
両
家
年
寄（
付
家
老
）の
成
瀬
家
・
竹

腰
家
や
石
河
家
、
渡
辺
家
、
志
水
家
、
木
曽
衆
の
山
村
家
、
千
村
家
な
ど
で
あ
る
。
成

瀬
家
で
は
、
宝
永
二
年（
一
七
○
五
）か
ら
文
久
二
年（
一
八
六
二
）ま
で
約
一
五
○
年
間
に

わ
た
る
幕
府
へ
の
献
上
の
公
式
記
録
で
あ
る
「
献
上
留
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
蔵
）が
作
成

さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
献
上
記
録
に
留
ま
ら
ず
、
献
上
の
手
続
き
、
拝
領
の
記
録
、
献

上
の
対
象
と
な
っ
た
特
産
品
の
収
穫
状
況
を
幕
府
に
報
告
し
た
内
容
な
ど
多
様
で
あ

る
。
渡
辺
家
で
も
留
帳（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）が
作
成
さ
れ
、
将
軍
家
や
尾
張
徳
川
家

に
宛
て
て
献
上
し
た
品
物
や
経
緯
に
つ
い
て
一
年
ご
と
に
記
録
し
て
い
る
。
寛
文
一
三

年（
一
六
七
三
）か
ら
文
久
四
年（
一
六
八
四
）ま
で
、
一
部
欠
年
が
あ
る
が
一
四
○
冊
余
り

が
残
っ
て
い
る
。
今
後
、こ
れ
ら
の
献
上
記
録
も
あ
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

尾
張
徳
川
家
に
お
け
る
贈
答
儀
礼
の
実
態
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
に
は
近
世
中
・
後
期
の
先
例
や
近
例
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

初
期
に
お
け
る
産
物
献
上
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
源
敬
様

御
代
御
記
録
』
や
『
瑞
龍
公
實
録
』
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
贈
答
儀
礼
の
変
容
や
詳
細

が
確
認
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
こ
の
時
期
に
両
書
が
編
纂
さ
れ
た
背
景
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
両
書
の
編

纂
は
十
代
当
主
斉
朝
の
治
世
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
斉
朝
は
十
一
代
将
軍
家
斉
の
甥
に

あ
た
る
。
先
代
当
主
の
宗
睦
は
、
一
橋
治
済
の
嫡
子
豊
千
代（
の
ち
家
斉
）が
将
軍
世
子

と
な
っ
た
の
を
契
機
に
、
一
橋
家
と
の
両
敬
を
成
立
さ
せ
、
そ
れ
を
基
軸
と
し
た
将
軍

（
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家
と
の
関
係
強
化
を
重
視
し
て
い
た
。
藩
祖
義
直
の
血
統
途
絶
の
危
機
に
あ
る
な
か
、

こ
の
両
敬
関
係
が
当
主
継
嗣
問
題
で
は
功
を
奏
し
、
斉
朝
の
養
子
相
続
が
実
現
し
、
御

家
存
続
が
図
ら
れ
た
。
斉
朝
自
身
も
尾
張
徳
川
家
当
主
と
し
て
の｢

御
家
」
意
識
が
強

く
、「
御
縁
家
」
や｢

御
出
入
之
衆
」
と
の
関
係
維
持
に
つ
と
め
、
そ
の
把
握
の
た
め

に
系
譜
の
編
纂
・
改
訂（「
御
続
帳
」
や
「
続
修
系
図
」
の
完
成
な
ど
）を
実
施
し
た
。『
礼

物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
の
編
纂
は
、
こ
れ
ら
の
家
（々
も
し
く
は
人
間
関
係
）と
の
関
係

維
持
、
継
続
に
不
可
欠
と
位
置
づ
け
、
贈
答
儀
礼
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る

意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
想
い
は
「
後
の
人
此
志
を
継
て
広
く
旧
記
を
渉

猟
し
、
脱
漏
を
補
へ
し
、
か
な
ら
す
怠
る
事
な
か
れ
」（『
儀
物
軌
式
』
巻
一
）と
い
う
一

文
が
如
実
に
表
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

『
礼
物
軌
式
』『
儀
物
軌
式
』
の
刊
行
は
、
近
世
社
会
に
お
け
る
産
物
進
献
、
お
よ
び

贈
答
儀
礼
に
関
す
る
研
究
、
さ
ら
に
は
食
文
化
史
、
生
活
史
な
ど
の
分
野
の
進
展
に
大

き
く
寄
与
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
藩
政
史
や
地
域
社
会
論
と
い
っ

た
側
面
か
ら
の
新
た
な
視
点
も
提
示
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
尾
張
徳
川
家

の
貴
重
な
史
料
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
、
翻
刻
作
業
、
解
題
の
執
筆
、
一
覧
表
の
作
成

に
尽
力
さ
れ
た
徳
川
林
政
研
究
所
の
研
究
員
、
研
究
生
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

つ
つ
、
多
く
の
方
々
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（『
礼
物
軌
式
』（
史
料
纂
集　

古
記
録
編
）：
Ａ
5
判
、
二
三
四
頁
、
一
七
、六
○
○
円
、

八
木
書
店
、
二
○
二
三
年
一
二
月
刊
）

（『
儀
物
軌
式
』（
史
料
纂
集　

古
記
録
編
）：
Ａ
5
判
、
三
二
六
頁
、
一
八
、七
○
○
円
、

八
木
書
店
、
二
○
二
五
年
五
月
刊
）
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註（
1
）　

大
友
一
雄
『
日
本
近
世
国
家
の
権
威
と
儀
礼
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。

（
2
）　

桜
井
英
治
『
贈
与
の
歴
史
学
─
儀
礼
と
経
済
の
あ
い
だ
─
』（
中
公
新
書
、
二
○
一
一
年
）。

（
3
）　

二
木
謙
一
『
中
世
武
家
の
作
法
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）。

（
4
）　

そ
の
他
、『
礼
物
軌
式
』
の
解
題
と
し
て
、
宮
澤
歩
美
「
江
戸
に
お
け
る
献
上
物
調
達
」、

萱
田
寛
也
「
知
多
郡
師
崎
村
の
産
物
」、『
儀
物
軌
式
』
の
解
題
と
し
て
、
谷
橋
啓
太
「「
儀
物

軌
式
」
に
み
る
鮎
鮓
の
贈
答
」
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　
『
尾
張
徳
川
家
初
代
義
直
襲
封
四
○
○
年　

尾
張
の
殿
様
物
語
』（
徳
川
美
術
館
、
二
○
○

七
年
）。

（
6
）　

拙
稿
「
尾
張
家
に
お
け
る
御
薬
園
・
御
菜
園
の
利
用
と
実
態
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研

究
紀
要
』
第
四
七
号
、
二
○
一
三
年
）。

（
7
）　

前
掲
宮
澤
氏
論
文
参
照
。

（
8
）　
『
拝
領
と
献
上
─
犬
山
城
拝
領
三
九
○
年
─
』（
犬
山
城
白
帝
文
庫
、
二
○
○
七
年
）。

（
9
）　

西
田
真
樹
「
延
宝
─
元
禄
期
に
お
け
る
渡
辺
半
蔵
家
の
贈
答
儀
礼
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張

藩
社
会
の
総
合
研
究
』、
清
文
堂
出
版
、
二
○
○
一
年
）、
井
浪
直
人
「
尾
張
藩
年
寄
渡
辺
半
蔵

家
の
献
上
儀
礼
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
『
研
究
紀
要
』
第
九
号
、
二
○
一
五
年
）。

（
10
）　
『
史
料
纂
集　

源
敬
様
御
代
御
記
録
』
全
四
巻（
八
木
書
店
、
二
○
一
五
年
～
二
○
一
九

年
）、『
史
料
纂
集　

瑞
龍
公
實
録
』（
八
木
書
店
、
二
○
二
二
年
）。

（
11
）　

拙
稿
「
尾
張
家
に
お
け
る
「
両
敬
」
の
形
成
と
将
軍
権
威
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会

の
総
合
研
究
』
第
四
篇
、
清
文
堂
出
版
、
二
○
○
九
年
）。


